
Section 14
.
5 : ここ まで の まとめ て これから

Part I i 微分形式 1 ~ Section 7 )

Part 正 : 積分 ( Section8 ~ Section 14 )

• fm.it ) → R を 定義
n.で面 で の 分割が活躍 )

• Stokes theorem inHorn

)が、
これ
啜でた

、 mtd



Part I i de Rhein 理論

やる 事 に

① de Nam コホモロジー Him ) を 定義
( 外微分 について の 情報 )

② de Nam の 定理

崤川 ) = Hm Tgdahomy
*
次 の dnd

外微分 から 位相不変量 が 作れる !

Stokes' theorem が 鍵



de Rham 理論 の モチベーション と 流れ
ーーーー

モチベーション 多様体 M の 形状 ( トポロジー ) を 知り たい-

① M の 特異 ホモロジー H
* (MiR ) を 計算 したい

( M の 形状 を 反映 し た 不変量 )

② M の 0 - 特異 ホモロジー H! (MiR ) は H* (MiR ) と 同型 な ので

こちら が 計算 できれ ば よい

③ M の de Rhein コホモロジー 帳( M ) は

ぽ (M : R ) の 双対空間 と みなせる ( de Nam の定理 )

の で これ を 計算 でよれ ば よい

○4 帳 (MiR ) は いろんな 手法 で 計算 に アプローチ できる
、


